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報告書データ / Report

概要（目的・用途・実施
内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

水素は燃焼時にCO2や汚染物質の排出がないクリーンなエネルギーであり、昨今の
環境問題や資源の枯渇を背景として水素社会の構築へ向けた取り組みが進められて
いる。水素を社会で広く利用するためには、エネルギー密度の優れる液化水素の製
造、輸送、貯蔵のためのインフラ整備が必要である。大型貯槽用の候補材料として
オーステナイト系ステンレス鋼が挙げられる。当該材料は外力により内部にマルテ
ンサイト相が生成することが知られているが、液化水素の貯槽に供される20K以下
という極低温下でのマルテンサイト相の生成挙動については不明な点が多い。本研
究では、オーステナイト系ステンレス鋼に極低温下にてひずみを与え、その微細組
織を解析することによりマルテンサイト相の生成挙動に関する知見の収集を試みた。

実験
Experimental

オーステナイト系ステンレスの丸棒試料を極低温にて引張試験に供した後、引張軸
と垂直方向に切断した。断面をダイヤモンド砥粒およびコロイダルシリカを用いて
研磨し、走査型電子顕微鏡(SEM)観察用試料とした。高分解能走査型電子顕微
鏡(SEM; JSM-7000F, JEOL製)により微細組織観察ならびにEBSD解析を行った。

結果と考察
Results and Discussion

Fig. 1(a)(b)に10%の引張ひずみを加えた試料のSEM-EBSD解析により得られたIPF
マップおよびPhaseマップを示す。本ステンレス鋼は母相がγ相（fcc構造）、ひず
み誘起マルテンサイト相がα'相（bcc）構造を有し、また凝固時に初晶としてδ相
（bcc構造）が生じる（FAモード）。α'相とδ相は互いに格子定数が近くSEM-
EBSDでの識別は困難であるため、Phaseマップにおいてはともに緑色でマップさ
れている。IPFマップおよびPhaseマップを比較するとα'相もしくはδ相である組織
（緑色）は結晶粒間の扁平の組織と結晶粒内の比較的離散的な組織の2種類に分類
される傾向にある。α '相とδ相を識別するため、KAM（Karnel Average
Misorientation）を評価し図示した（Fig. 1(c)）。KAMは局所的なひずみに相関し
ており、ひずみ誘起であるα'相では高く、凝固時に形成する組織であるδ相では低
くなると考えられる。PhaseマップとKAMマップを比較した結果、結晶粒間の扁平
の組織ではKAMが低く、これらがδ相であることが示唆される。また、扁平という
特徴も凝固時に初晶として生じる組織として妥当と言える。
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Fig. 1(a) IPFマップ
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Fig. 1(b) Phaseマップ (赤：γ相、緑：α'+δ相)
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Fig. 1(c) KAMマップ
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